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ホームページ Twitter Facebook

※インターネットからもお申し込みできます。

※ 電話・窓口予約の場合、アルテ友の会に同時入

会可能です（年会費1000円）。インターネッ

ト予約では同時入会できません。

＊ 出演者・内容はやむを得ず変更となることがあり

ます。最新の公演情報については事業団のホーム

ページをご覧ください。

■チケットのお申し込み

0422-54-2011
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Ｅ

Ｌ

■チケット取り扱い窓口

武蔵野市民文化会館／武蔵野芸能

劇場／武蔵野公会堂／武蔵野スイ

ングホール／吉祥寺シアター

＊各公演は新型コロナウイルス感染症対策を徹底して開催します。

＊武蔵野市民文化会館、吉祥寺美術館、吉祥寺シアターなど、武蔵野市内の文化施設は（公財）武蔵野文化生涯学習事業団が管理・運営しています。

マーラーが音楽監督・指揮者を務めて黄金時代を築いた名

門・ハンガリー国立歌劇場によるモーツァルトの『魔笛』

全二幕を上演！「夜の女王のアリア」をはじめ、コロラ

トゥーラ・ソプラノの超絶技巧など、聴きどころ満載。

武蔵野市民文化会館 〒180-0006 武蔵野市中町 3-9-11

指揮：シャームエル・チャバ・トート

演出：ミクローシュ・シネタール

出演： イシュトヴァーン・コヴァーチ（ザラストロ）、ゲル

ゲイ・ウイヴァーリ（タミーノ）、ルツィエ・カンコ

ヴァー（夜の女王）、キンガ・クリスタ（パミーナ） 

ハンガリー国立歌劇場管弦楽団・合唱団　ほか 

＊出演者は予定。最終確定は当日となります。

若手ダンサーたちが贈るバレエの傑作

第35回 武蔵野シティバレエ定期公演

『ジゼル（全幕）』（再振付・演出：安田由貴子）

2022年11月20日（日）午後3時開演　

武蔵野市民文化会館大ホール

料金（全席指定）｜ Ｓ席 一般：4000円（アルテ友の会：3600円） 

Ａ席 一般：3000円（アルテ友の会：2700円） 

Ｂ席 一般：1000円（アルテ友の会：900円）

　恋人アルブレヒトの裏切りで、精霊ウィリになった村娘ジゼルの、美し

くも哀しい恋物語。オーディションで選ばれたダンサーたちが、こん身の

力を込めて挑みます。詩人ハイネの精霊物語による、白の美しいロマン

チックバレエをお楽しみください。

料金（全席指定）｜ Ｓ席 一般：14000円（アルテ友の会：12000円） 

Ａ席 一般：12000円（アルテ友の会：10000円） 

Ｂ席 一般：9000円（アルテ友の会：8000円） 

Ｃ席 一般：7000円（アルテ友の会：6000円）

3年ぶりのオペラ公演は、モーツァルトの名作！

ハンガリー国立歌劇場 モーツァルト歌劇『魔笛』

2022年11月8日（火）午後6時30分開演

武蔵野市民文化会館大ホール

原語上演・日本語字幕付き
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＊来館時にはマスクの着用、入館時の検温および手指の消毒、対人距離の確保などにご協力をお願いします。混雑時には入場制限を行う場合があります。

ホームページ Twitter Facebook

開館時間

休館日

入館料

交通案内

午前10時〜午後7時30分

毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始、展示替えおよび特別整理期間

一般 300円／中高生 100円

（小学生以下・65歳以上・障害者は無料）

JR・京王井の頭線「吉祥寺駅」下車  北口より徒歩3分

〒180-0004 武蔵野市吉祥寺本町1-8-16

コピス吉祥寺 A館7階

TEL：0422-22-0385

片山健の油彩画展 濃密な記憶と懐かしい匂い

2022年10月1日（土）～ 11月13日（日）

休館日：10月26日（水）

主催 = 武蔵野市立吉祥寺美術館〈（公財）武蔵野文化生涯学習事業団〉

協力 = 一般財団法人 小さな絵本美術館、のら書店、福音館書店

　片
かた

山
やま

健
けん

のダイナミックな筆
ひ っ ち

致と鮮やかな色使い、ノスタルジー

を感じさせる生活感と風景。片山は武蔵野市に生まれ、武蔵野

美術大学商業デザイン科を卒業、1968年に絵本作家としてデ

ビューします。代表作『ぼくからみると』（2014年 ※初出1983

年）をはじめ、自身の娘を主人公にした人気の「コッコさん」

シリーズ、作家で詩人の妻・片山令子（1949年‒2018年）が文

章を手掛けた作品など、合わせて100冊近くの絵本が刊行され

ています。

　今回は、絵本作家としてではなく、油彩画家としての片山健に

焦点を当てています。高校時代から大好きだったという、フィン

セント・ファン・ゴッホ（1853年‒1890年）の影響を思わせる

油彩画の数々。長野の「小さな絵本美術館」の収蔵作品や、片山

自身のアトリエに置かれていた小品、10名に及ぶ個人コレクター

からも借用を予定。代表作「水
すい

蜜
みつ

桃
とう

」シリーズや、かつて家族で

住んでいた三鷹市内の牟礼団地をテーマに描いた、対となる同タ

イトルの大作「夜の庭」シリーズのほか、初出となる作品も数多

く公開。絵本原画（ロビー展示のみ）も含め、約90点を展示予定。

これまで多様な画材を用いて絵本を制作してきた片山ですが、油

彩画には、鉛筆や水彩とはまた異なる、独特の美しさと力強さが

内包しているように感じられます。どうしてこんなにも懐かしさ

を覚え、そして引き付けられるのでしょうか？

　本展では、吉祥寺で長年活動をしていたトムズボックスの土井

章史氏を監修に迎え、ダイナミックに独特の世界が展開する、油

彩画の魅力を紐
ひも

解
と

いていきます。

《夜の庭》1989年（作家蔵）

《夜の庭》1993年（個人蔵）

2022年は、吉祥寺美術館を飛び出します！

武蔵野市内各所でこれまでの活動を紹介予定。

12月は武蔵野プレイスが会場になります。詳

しい情報は、武蔵野アール・ブリュット実行委

員会フェイスブックでご確認く

ださい。今まで以上に魅力あふ

れる、武蔵野アール・ブリュッ

トを目指します。

武蔵野アール・ブリュット 2022


